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原文どおり揚載するが，年表示は西暦に統一した。

北　海　道

≪基本方針≫
　東日本大震災は，北海道にも多くの被害をもたらし，
海外からの観光客の減少が続くなど，依然として道民の
生活に影響を及ぼしています。また，景気の低迷やTPP
（環太平洋パートナーシップ協定）の影響，少子高齢化
など，北海道を取り巻く厳しい状況は依然として続いて
います。この激動の時代において，公共放送NHKが果
たすべき役割・使命はますます大きくなっています。
　NHK北海道は 7つの放送局が緊密に連携し，豊かで
質の高い地域サービスを行ってきました。12年度もこの
取り組みを深化させ，“いっしょにつくろう　未来”を
キーワードに，道民の“元気”につながるニュース，番
組を届け，視聴者の期待や関心に応えていきます。
　12年度は，道民の暮らしの安全・安心を守るために，
緊急報道体制のいっそうの充実・強化を図り，防災・減
災に役立つ放送や，震災を風化させない継続的な報道に
全力で取り組むとともに，インターネットなど，さまざ
まな伝送路を通して，北海道の防災・減災につながる情
報を提供します。
　金曜夜間に，報道番組と家族で楽しめる番組群を，土
曜夜間に，若者向けのチャレンジングな番組群を配置す
るなど，ターゲットをより明確にした番組編成を行うと
ともに，北海道の魅力を国内外に紹介するコンテンツを
制作，発信します。また，通信と連携する新しいスタイ
ルの番組開発に力を入れるなど，刻々と変化するメディ
ア環境に対応した放送サービスの拡充に積極的に取り組
みます。
　12年度のNHK北海道の地域放送番組の編集に当たっ
ては，この基本方針のもと，北海道の視聴者の期待に応
えていきます。

≪重点事項≫
1．  道民の安全・安心につながるニュース・報道番組
の強化

○地域放送の要である午後 6時台のニュース番組を中心
に，より正確でわかりやすくニュースを伝えるとともに，
関心の高いスポーツ情報や気象情報を充実します。事件，
事故，災害など緊急報道に即応できる体制の整備に加え，
道内 7局のネットワークを生かし，地域スペシャルなど，
地域の関心に応えるきめ細かな情報の発信に引き続き力
を注ぎます。また，ホームページの強化や，データ放送
などフルデジタル時代における取り組みも強化します。
○金曜午後 7時台に，報道番組を原則毎週編成し，防災・
減災をはじめ，TPP（環太平洋パートナーシップ協定）
参加の影響や，北海道新幹線の札幌延伸の動向，北方領
土，人口減少など，今の北海道を取り巻くさまざまな課
題に，真正面から向き合い，未来へのヒントを探ります。

2．幅広い視聴者層に向けた番組の充実
○金曜午後 8時台は，家族で楽しめるゾーンと位置付け，
これまでに開発し好評を得た旅番組や，長年親しまれて
きた紀行番組，自然番組，地域密着バラエティーなど，
道内各地の魅力を紹介する多彩な番組を発信します。
○土曜午後11時台に，ツイッターを活用した通信連携番
組や，若手ディレクターが新しい手法で制作するドキュ
メンタリー，若い女性向けのアウトドア番組などを編成
します。また，高校生や大学生とともに制作する報道番
組や，学生クリエーターの映像作品を紹介する番組を通
して，普段あまりNHKに接触しない視聴者層の獲得を
目指します。

3．  ニュース・番組を通じた，地域を元気にする取り
組み

○北海道のNHKは“いっしょにつくろう　未来”を掲
げ，道民を元気にするような放送や，きめ細かな地域情
報の発信，若者を応援するキャンペーンなどを，オール
北海道のパワーで展開します。実施にあたっては組織横
断的な体制を構築し，効果的かつ，多角的な地域サービ
スを提供します。
◯ドキュメンタリーや自然番組などを全国放送や国際放
送で積極的に発信し，北海道の魅力を日本全国，海外に
向けて伝え，北海道観光の活性化などに貢献します。

4．  “フルデジタル時代” における新たな放送サービス
の強化

○双方向サービスやマルチ編成，データ放送など，地上
デジタル放送ならではのサービスを積極的に実施しま
す。データ放送では，河川のはんらん情報などを新設し，
暮らしの安全・安心につながる情報を充実します。また，
一部の地域放送番組に，聴覚障害者や高齢者向けの字幕
放送を付与するなど，人にやさしく，視聴者の利便性を
高めるサービスの提供に努めます。
○パソコンや携帯端末向けのサービスを強化し，コンテ
ンツのいっそうの充実を図り，災害時には迅速に情報を
提供します。また，インターネットを活用したニュース
の発信を本格的に検討し，さまざまなツールでNHKの
情報に接触出来るように努めます。

5．地域スポーツ情報の発信
○ 3年ぶりのリーグ優勝を目指すプロ野球「北海道日本
ハムファイターズ」や， 4年ぶりにJ1昇格を果たしたサ
ッカー「コンサドーレ札幌」など視聴者の関心の高いプ
ロスポーツ，アイスホッケーやスキージャンプなどの北
海道ならではのウインタースポーツ，オリンピックロン
ドン大会に出場する北海道ゆかりの選手の動向などにつ
いて，ニュースや中継で積極的に伝えます。

地域放送番組編集計画（2012年度）放送
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東　北

≪基本方針≫
　11年 3 月11日に発生した東日本大震災は，東北地方に
かつてない甚大な被害をもたらしました。“復興元年”
となる12年，東北地方の各放送局は，震災からの復興を
支援することを最優先事項とし，一丸となって放送・サ
ービスの充実に努めます。
　今回の震災は我々に多くの教訓をもたらしました。津
波による被害や原発事故の検証を通して，今後の防災・
減災につなげる放送を継続して行うとともに，地域の人
たちが安心して暮らせるよう緊急・災害報道のさらなる
強化を図ります。
　東北地方では，農林水産業の衰退や雇用の悪化，過疎・
高齢化などの課題が山積し，震災によってその深刻さが
加速しています。こうした課題に正面から向き合い，地
域の未来を切り開く放送を目指します。
　一方で，東北の魅力あふれる自然風土や歴史文化を全
国に向けて発信し，ふるさとの素晴らしさを再発見する
ことで，地域に活力をもたらします。
　被災地を応援するイベントや公開番組の充実を図り，
復興を後押しします。地域を元気にするスポーツの放送
も積極的に行います。
　東北地方の各放送局は，震災からの復興を地域ととも
に推し進め，視聴者の期待や信頼に応えます。

≪重点事項≫
1．被災地の現状を伝え復興への課題と向き合う
　被災地では，雇用の悪化や住居の移転，津波対策，原
子力発電所事故に伴う放射能汚染など，多くの課題を抱
えています。また，長引く農林水産業の衰退や円高によ
る産業の空洞化，過疎・高齢化などといった従来の課題
も震災によって深刻さを増しています。こうした課題に
正面から向き合い，被災地の現状を全国に発信し続けま
す。
　被災者の声を直接伝える番組を継続するとともに，金
曜夜間の地域放送番組などで，復興へ向けて歩む東北の
人々の姿を見つめます。

2．東日本大震災を検証し次なる災害に備える
　東北地方はこれまで，地震や津波，大雪などによる自
然災害に繰り返し見舞われてきました。東日本大震災の
余震が続くなか，震災を検証し，ここから学ぶべき教訓
を後世に確実に伝えていくことが必要です。ニュースや
番組，イベントを通じて人々の災害に対する意識を高め，
将来の防災や減災につながる取り組みを推進します。
　同時に，各放送局では，これまでの震災報道の成果と
課題をさまざまな角度から検証し，きめ細やかな生活情
報を伝える体制を整備するなど，次なる大規模災害への
備えを平時から進めていきます。

3．東北の魅力を伝え地域を元気づける
　東日本大震災からの復興を継続して支援し，東北の明
るい未来を切り開く番組やキャンペーンの充実を図りま

す。東北ならではの自然風土や豊かな食，祭りや伝統文
化，温かなもてなしの心など，日本の原風景ともいえる
東北の姿を多彩な番組で展開し，ふるさとの素晴らしさ
を伝えていきます。
　復興支援につながるイベントや公開番組を積極的に実
施し，被災地を元気づける取り組みを続けていきます。

4．東北のスポーツを応援
　スポーツは，被災地をはじめ地域の人々に，元気と希
望を与えてきました。プロ野球「東北楽天ゴールデンイ
ーグルス」やサッカーJリーグ「ベガルタ仙台」，「モン
テディオ山形」など，視聴者の関心が高いスポーツを継
続して取り上げます。また，高校野球をはじめとするア
マチュアスポーツの魅力も積極的に伝え，幅広い視聴者
のニーズに応えます。
　ロンドンで開催されるオリンピックやパラリンピック
で活躍が期待される東北出身選手の情報を詳しく伝えま
す。また，11月に宮城県で開催される「NHK杯国際フ
ィギアスケート競技大会」についても，ニュースや番組
で幅広く伝え大会を盛り上げます。

関東甲信越

≪基本方針≫
　11年 3 月11日に発生した「東日本大震災」。この未曽
有の大災害を機に「本当の豊かさ，幸せとは何か」「生
きるとは，いのちとは」という根源的な問いかけが広が
り，人々の暮らしにも大きな影響を与えています。
　私たち首都圏放送センターと関東甲信越の 9つの放送
局は，ここに暮らす4,700万人の人々の生活に寄り添い
ながら，地域や日本社会が抱える課題に向き合います。
震災から 1年，首都圏各地では高い放射線量が観測され，
最新のゴミ焼却場には高濃度の焼却灰がたまり続けてい
ます。都市ならではの新たな問題にどう向き合うのか，
深く掘り下げた調査報道やシリーズ番組に取り組み，公
共放送として“安全・安心”そして“頼りになる”放送
に全力を上げます。加えて，発生が心配されている首都
直下地震に備え，先の地震報道から得た経験を基に，取
材，放送体制の整備強化を図ります。事件事故などの緊
急報道や，選挙報道においてもいっそうの強化を図りま
す。
　新たにスタートする群馬，栃木県での県域放送。地域
に密着したニュースや生活情報をていねいに伝えます。
加えて，関東甲信越各地の豊かな自然や歴史ある文化，
暮らしを見つめた番組を全国に発信します。
　夏にはオリンピックロンドン大会も始まります。活躍
が期待される地元出身の選手を紹介し，地域の応援団と
しての役割を果たします。
　さらに，放送，パソコン，携帯電話の「3-Screens展
開」では，災害情報から暮らしに役立つ情報までさまざ
まな情報を迅速に提供，視聴者への新たなサービスを向
上させていきます。災害時には各地の放送局のホームペ
ージで地域の災害情報，避難情報，生活安全情報など安
全・安心に役立つ情報提供を行います。
　NHKの経営目標「公共」「信頼」「創造・未来」「改革・
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活力」を実践し，“豊かで安心、たしかな未来へ”の実
現を目指していきます。

≪重点事項≫
1．「震災後」の課題に向きあう
　人々の暮らしに大きな影響を与えた「東日本大震災」。
地震による津波や液状化による被害は今も続いていま
す。再生に向けた動きをさまざまな断面から切り取り，
ニュース・番組を発信します。また，放射能の都市汚染，
農林水産業の風評被害や食の安全など“暮らしの安全を
おびやかす新たな問題”を積極的に掘り起こし，調査報
道やキャンペーン放送などを展開し，解決方法を考えて
いきます。

2．災害報道や選挙報道の充実
　国民の生命・財産を守る公共放送として，正確で迅速
な報道に万全を期し，防災減災につながる報道に全力で
取り組みます。「東日本大震災」の経験を基に，首都直
下地震が発生した場合の対応を見直し，取材，放送に生
かします。
　また，選挙報道では，争点や地域への影響などをわか
りやすく伝えるとともに，開票結果を正確かつ迅速に放
送します。

3．地域の魅力・活力を全国に発信
　紀行番組『小さな旅』は番組スタートから30年を迎え
ます。「身近な風土と暮らしの輝き」を見つめ，魅力あ
る暮らしぶりを紹介します。特集番組として「故郷の歳
月」を放送し，歴代の旅人が心に刻んだ土地を訪ね，ホ
ームページやデータ放送でも30年を振り返るコンテンツ
を展開します。

4．地域を元気にする応援団
　毎月 1回金曜夜間，関東甲信越地方向けに「震災後の
暮らし」や「首都直下地震に備える」など地域の課題を
徹底的に掘り下げる番組を引き続き制作します。また，
その一方で，豊かな自然や暮らし，役に立つ生活情報な
どを盛り込んだ大型の特集番組，あるいはオリンピック
ロンドン大会でメダルを目指す選手を取り上げた番組や
20年夏のオリンピック招致を目指す東京都の取り組みな
どについても最新の情報をお伝えします。感動や親しみ，
そして，やすらぎや潤いなど視聴者に活力や勇気を与え，
視聴者や地域を元気にする番組を提供します。

5．多様なメディアを活用した新たな視聴者サービス
　放送，パソコン，携帯電話の3-Screensを通じて，災
害や選挙などの情報や番組に関連する様々な情報を迅速
に視聴者に提供します。各局のホームページを充実させ，
災害時には自治体などとの連携もはかりながら安全・安
心につながる情報を発信します。暮らしや地域に役立つ
情報を，放送と連動させながら，インターネット・携帯
端末向けのサービスとして展開するなど，メディアの特
性を生かし，“豊かで安心、確かな未来へ”の実現を目
指していきます。

6．群馬・栃木のテレビ県域放送の開始
　前橋放送局と宇都宮放送局のテレビ県域放送がスター
トします。
　ニュース・情報番組に加え，災害時には被害を防ぐた
めにきめ細かい防災報道を行います。選挙・スポーツ・
事件・行政・産業・暮らしなど様々な情報を詳しくお伝
えします。また，関東甲信越各局は，放送内容の一層の
充実を図り，よりきめ細かな情報発信に努力いたします。

中　　部

≪基本方針≫
　東日本大震災および福島第一原子力発電所で発生した
深刻な事故に対しては，東海・東南海・南海の 3連動地
震の可能性が指摘されている中部地方でも高い関心が寄
せられ，命の重さや人と人との絆，地域社会の大切さが
改めて見直されています。また，多くの原子力発電所を
抱える地域でもあることから，原子力発電のあり方やエ
ネルギー問題など，暮らしに直結する新たな課題も浮き
彫りになりました。そして，「安心して暮らすためには
どうしたらよいのか」「どうすれば安全な社会を作れる
のか」という思いが，かつてなく高まってきています。
　こうした中，中部地方の各放送局は，地域の安全・安
心を守り，暮らしを豊かにする放送に力を尽くします。
防災・減災へ向けた情報発信はもとより，事件・事故な
どの緊急報道や選挙報道においてもいっそうの強化を図
ります。
　また，歴史的な円高や海外の信用不安が地域経済に与
える影響など，地域や日本の抱える課題について，人々
の生活に寄り添いながらわかりやすく多角的に伝えると
ともに，中部地方各地の豊かな自然や文化，人々の暮ら
しを見つめ，その魅力を多彩な番組を通じて全国に発信
します。
　さらに，暮らしに役立つ情報や災害におけるきめ細か
な情報など，放送局ならではのデジタルコンテンツを提
供し，放送と通信の融合時代にふさわしい充実したサー
ビスを展開します。
　中部地方の各放送局は，こうした取り組みを通じて，
これまで以上に“頼りになる”“身近な”公共放送とし
て，豊かで安心できる社会の実現に貢献します。

≪重点事項≫
1．地域の安全・安心に役立つ情報を発信します
○災害報道に引き続き力を入れます。特に，気象や交通
など暮らしに直結する情報については，これまで以上に
きめ細かく伝えます。また，発生が懸念される東海・東
南海地震などに備え，防災・減災情報を継続的に発信し
ます。
○事件・事故などの緊急報道についても迅速かつ的確に
伝えます。

2．暮らしの身近な課題に向き合います
○暮らしに寄り添いながら，地域や日本の課題に正面か
ら向き合っていきます。歴史的な円高やTPP（環太平洋
パートナーシップ協定）参加交渉の行方，税金や社会保
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障など，暮らしに直結する問題を詳しく伝えます。
○選挙については，争点や地域への影響などをわかりや
すく伝えるとともに，公平・公正で的確な報道に努めま
す。

3．  地域の魅力や豊かさを伝える多彩な番組を制作し
ます

○中部地方の美しい自然や風土，地域の話題を積極的に
伝えます。また，地域でいきいきと輝く人をはじめ，人
と人との絆などにスポットをあてたドキュメンタリーや
ドラマ等，多彩な番組を制作し，楽しさや安らぎ，活力
を届けます。
○プロ野球・Jリーグ・大相撲・高校野球のほか，オリ
ンピックロンドン大会・ロンドン2012パラリンピック大
会に出場する中部地方ゆかりの選手の動きを多角的に取
り上げ，スポーツのもたらす感動を届けます。

4．  放送と通信の融合時代にふさわしいサービスを展
開します

○ニュースや気象情報をはじめ，暮らしに役立つ情報を
データ放送やインターネットで引き続き提供します。災
害が起きた時は，データ放送やインターネットを通じて，
命や暮らしを守る情報をきめ細かく提供します。
○幅広い世代にNHKに親しんでもらうためのツールと
して，データ放送やインターネット等のさらなる活用を
進めます。

近　　畿

≪基本方針≫
　未曽有の大災害となった東日本大震災のさまざまな影
響は全国に及んでいます。11年 9 月には紀伊半島を記録
的な豪雨が襲い，大きな被害をもたらしました。また経
済成長の長引く低迷，格差・貧困問題など，社会全体が
閉塞感に覆われる中，人々は暮らしの安全，明日への安
心につながる手掛かりを求めています。
　12年度，関西のNHK 6 放送局は「平成24～26年度　N
HK経営計画」に掲げられた基本方針「豊かで安心、た
しかな未来へ」にのっとり，豊かで安心して暮らせる
“関西”の実現と，人々が誇りを持って暮らせる，夢と
希望にあふれた“関西”の再生に貢献できるよう，取り
組んでいきます。
　各放送局は公共放送の原点に立ち，安全・防災・教育・
経済・環境など地域の課題に正面から取り組むとともに，
特に災害報道への備えとして，大阪放送局を中心とした
「本部のバックアップ機能」の整備に努めます。また，
フルデジタル化によってさらにその可能性が広がったき
め細かな地域放送はもちろん，イベントやインターネッ
ト，データ放送なども活用しながら“放送局のちから”
を最大化していきます。
　金曜午後 8時台の地域番組は，内容を刷新し，“地元・
関西ならでは”にこだわって，関西の魅力を再発見し，
地域の視聴者に夢や希望を提供できるような豊かで楽し
い番組を展開します。また，これまでにない演出で若者
とのつながりをより強化する番組や，地元企業を応援す

る経済番組，ファンを熱狂させるスポーツ中継，アジア
の国々・地域の文化を伝える番組などについては，ター
ゲット・役割をより明確にし，それぞれの特長をさらに
強化することで，より多くの視聴者にご覧いただける放
送を目指します。そして，長い時間をかけて関西で育ま
れてきた独特の文化・歴史・芸能・音楽を，ドラマやド
キュメンタリー，バラエティーなど多彩な番組を通じて，
地域や全国に向けて発信していきます。
　関西のNHK 6 局は，それぞれの地域の視聴者にとっ
てこれまで以上に満足度の高いニュースや番組を届ける
とともに，地域貢献につながる試みを推し進めていきま
す。それぞれの地域の課題に真摯に向き合うと同時に，
6局のネットワークを生かして共通の課題に連携して取
り組み，“選択と集中”で，さらなる視聴者層の拡大と
満足度の向上を図っていきます。

≪重点事項≫
1．  “豊かで安心、たしかな未来へ” 災害からの復旧・
復興

○11年 9 月に発生し，紀伊半島に大きなつめ跡を残した
豪雨災害からの復旧・復興の動きを継続的に伝えていく
ことで，被災地を応援し続けます。
○東日本大震災の復旧・復興に役立つ情報を，阪神・淡
路大震災18年を迎える関西から積極的に発信していくと
ともに，近い将来に発生が想定されている東南海・南海
地震とそれに伴う津波災害から地域の人々を守るため，
防災・減災についての番組・企画を制作し，地域の人々
の防災意識の向上に努めます。
○新経営計画に明記されているとおり，本部のバックア
ップ機能の整備に取り組みます。設備・体制はもちろん，
シミュレーションや訓練を重ねていくことで，万一の事
態に備えます。

2．  より地域に根ざした番組展開と各番組のさらなる
充実

○総合テレビ金曜午後 8時台を12年度地域番組改定の柱
として大幅に刷新します。域内局とのネットワークも活
用しながら，関西の魅力を再発見し，地域活性化への貢
献につながる番組をバラエティー豊かにラインナップ
し，より多くの視聴者にNHK関西をアピールしていき
ます。
○総合テレビ平日午後 5時台の若者向け公開生番組で
は，内容のさらなる充実を図るとともに，ツイッターや
NHKネットクラブとの連携など，新たな放送の楽しみ
方に取り組んでいきます。また，従来の歴史ファンにと
どまらない幅広い視聴層を獲得しつつある歴史番組や，
内容を刷新して新しい演出にチャレンジしていく福祉番
組などを中心に，番組ごとの役割を明確化し，それぞれ
の特長をさらに強化していきます。

3．関西の “今” を迅速・的確に報道，鋭く検証
○おもに地域向けのニュース・情報番組を通じて，地域
の課題に向き合い，関西地方あるいは各府県向けに身近
なニュース・暮らしの安全・安心に役立つ情報を伝えま
す。
○地震，台風などの自然災害や事件・事故発生時には，
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迅速で正確な災害報道・緊急報道に万全を期します。「地
域の安全・安心のポータルサイト」と位置づけられる各
放送局のホームページやデータ放送なども活用しなが
ら，安否情報・生活情報を多角的にきめ細かく伝え，公
共放送の使命を果たします。
○これまでの地方行政システムを問い直す“大阪都構
想”をはじめとする自治体再編の動きを追い続けるとと
もに，論点をわかりやすく伝えていきます。
○関西における電力総量の約半分を占める原発の安全対
策と発電停止に伴う電力不足問題の動向を，立地県の放
送局とも連携して伝えていくとともに，節電に役立つ情
報などもわかりやすく伝えます。
○ 6年目を迎える週末午前の地域向けの経済番組につい
ては，これまで築き上げてきた地元企業とのネットワー
クを活用しながら内容のさらなる充実を図るとともに，
隣接局とも連携し，周辺地域を含め関西の経済を盛り上
げていきます。

4．信頼にこたえる選挙報道
○11年秋の大阪府知事選・大阪市長選は，地元関西だけ
でなく全国的にも大きく注目を集め，今後の地方自治の
あり方について全国的に大きな議論を呼ぶ結果となりま
した。選挙報道については，有権者の判断のよりどころ
となる的確な情報提供に努めます。また経歴・政見放送
や開票速報などには万全を期し，公共放送として公平で
信頼される報道を行います。

5．“放送局のちから” で，地域の再生・活性化
○ 2年目を迎える「子どもを守れ！」キャンペーンを通
じて，児童虐待をはじめとした子どもたちを取り巻くさ
まざまな問題に引き続き取り組みます。
○「NHK大阪ホール」を活用し，総合テレビの金曜午
後 8時台の番組を定期的に展開するほか，「BKプラザス
タジオ」での公開番組の充実や，放送と連動したアトリ
ウムでのイベントの開発等，より多くの視聴者と直接触
れ合えるよう全局体制で取り組みます。
○『連続テレビ小説～純と愛』や，『大河ドラマ～平清
盛』，さらに13年の『八重の桜』を通じて，舞台となる
関西の魅力を全国に発信し，関連番組やイベントを効果
的に展開していくことで，地域の活性化に貢献します。
○関西が誇る上方文化や，他の地域では類を見ない歴史・
文化遺産の魅力を全国・地域に向けて発信するほか，新
しい演出を取り入れた演芸番組も積極的に展開していき
ます。

6．スポーツソフトの活用
○夏に行われるオリンピックロンドン大会，ロンドン
2012パラリンピック大会では，関西からも多くの選手の
出場が予想されます。オリンピックへの関心を高める番
組やニュース企画の放送を通じて，活躍を期待される関
西ゆかりの選手を応援します。
○全国的にも注目されるプロ野球・Jリーグの地元球団
や，地域で話題となっているプロスポーツについては，
視聴者の関心の高い試合や情報を，全国に向けて放送す
るとともに，地域放送でも積極的に伝えることで，地域
を盛り上げていきます。

○高校野球・ラグビー・アメリカンフットボール・駅伝
などのアマチュアスポーツについては，地域の視聴者ニ
ーズを的確に把握しながら，デジタル放送の特性を生か
して効果的に放送することで，地域スポーツの振興に寄
与します。
○データ放送やインターネットと連動することで，スポ
ーツ中継の新しい楽しみ方を積極的に提案していきま
す。

7．  注目をあつめるアジアの情報を，アジアの各放送
局とともに発信

○SMG上海との協力協定締結25周年や日中国交正常化
40周年を迎えるにあたり，SMG上海をはじめ各地の放
送局とは，番組の国際共同制作も視野に入れながら，協
力関係をさらに密接なものとしていきます。
○食文化を通じて関西に身近なアジアの魅力を伝える番
組は，内容をさらに充実し，より多くの方に親しまれる
番組として強化します。このほか文化の相互理解に資す
る番組や企画にも取り組んでいきます。

8．  デジタル放送と新しいメディアで多角的な地域サ
ービスの展開

○ 2府 4県それぞれの地域に密着した情報の発信に努め
るとともに，広域情報のあり方について，特に総合テレ
ビ平日午後 6時台の番組では，視聴者ニーズをもとに検
証を続けます。
○デジタル放送の魅力のひとつであるマルチ編成やデー
タ放送を積極的に活用し，これまでにない地域向けサー
ビスを展開していきます。
○生放送番組の字幕化など，地域における字幕放送の充
実に向けて取り組みます。
○普及が進むスマートフォンやタブレット端末など新し
いメディアに向け，インターネットの機能を使ったサー
ビスを活用し，より多くの視聴者が身近に感じられる地
域サービスを目指します。

中　　国

≪基本方針≫
　未曽有の被害をもたらした東日本大震災と，その後の
原子力発電所の事故は，中国地方に暮らす私たちにも多
くの課題を突きつけました。
　東南海・南海地震などが連動する巨大地震の想定の見
直しが進み，瀬戸内海沿岸の各県は新たな対策が必至と
なっています。
　全国で唯一，県庁所在地に位置する島根原子力発電所
をめぐっては，周辺自治体も巻き込んだ避難計画の作成
が手探りの状態で続いています。
　一方で，歴史的な円高の影響は輸出関連企業を中心に
中国地方にも広がり，業績の悪化や生産拠点の再編が加
速。雇用や暮らしに不安が広がっています。
　今こそ，中国地方のNHKは，国民の生命・財産を守
るという公共放送の原点に立ち返り，防災・減災につな
がる情報の発信をいっそう強化します。同時に，地域が
抱える課題に正面から向き合い，その役割を確実に果た
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していきます。
　中国 5県の各放送局は，これまでも放送を通して，地
域が活力を取り戻すために何ができるのかを考えてきま
した。12年度は，“里山・里海”などの身近な資源を生
かした活動や，“持続可能な豊かさ”を探求する人たち
の取り組みから中国地方全体が元気になるためのヒント
を得て，地域の再生と活性化に結びつけていきます。
　また，『大河ドラマ～平清盛』に関連する話題や番組
を地域や全国に発信し，ドラマに寄せる地元の期待と関
心に応えます。
　テレビはフルデジタル時代を迎え，スマートフォンな
どの新たなメディアが急速に普及しています。引き続き，
視聴者のニーズを把握しながら，放送と通信が融合する
時代にふさわしい番組やコンテンツを提供します。さら
に，各放送局のホームページなど放送以外のサービスで
も，地域の“安全・安心”を守るために何ができるのか
を考えていきます。
　中国地方の各放送局は，こうした取り組みを通じて，
豊かで安心して暮らせる社会，夢と希望が持てる確かな
未来の実現に貢献していきます。

≪重点事項≫
1．“豊かで安心、たしかな未来” の実現に貢献します
　東日本大震災やヨーロッパの信用不安に端を発した歴
史的な円高により，中国地方の経済は厳しい情勢が続い
ています。また，TPP（環太平洋パートナーシップ協
定）参加に向けた動きや，顕著に進む過疎・少子高齢化
は，中国地方の産業に変革を迫っています。こうした地
域が直面する深刻な課題に正面から取り組み，豊かで安
心して暮らせる地域社会の実現につなげます。

2．地域の “安全・安心” を守ります
　全国で唯一，県庁所在地に原子力発電所を抱える中国
地方では，災害時の対応への不安が広がっています。東
日本大震災による原子力発電所事故を教訓に，浮き彫り
になった課題や自治体などの防災対策・避難計画をてい
ねいに検証し，地域住民の生命・財産を守ります。
　11年 9 月の台風12号では，土砂災害や家屋浸水など大
きな被害が発生しました。中国地方は全国的にも土砂災
害危険区域が集中しています。大雨・台風・地震などの
災害時には，管内 5局のネットワークを結集し，正確・
迅速な緊急報道に努め，各放送局のホームページなどの
放送以外のメディアも連動して情報を伝えます。

3．ふるさとの豊かな自然・文化を発信します
　“里山・里海”などの中国地方の豊かな資源を活用す
る取り組みを伝え，新たな地域作りのあり方を発信しま
す。また，瀬戸内にゆかりの深い『大河ドラマ～平清盛』
に関連したさまざまな番組やイベントを展開し，地域の
期待に応えます。

4．  フルデジタル時代にふさわしい視聴者サービスを
展開します

　インターネットや携帯端末などのデジタルメディアと
番組との連動を図り，若者からお年寄りまで幅広い世代
の視聴者との結びつきを強めます。データ放送では既存

コンテンツの選択と集中を進め，視聴者の利便性の向上
を図るとともに，地域ごとの特性に合ったサービスを展
開します。

5．地域のスポーツを応援します
　オリンピックロンドン大会（12年 7 月28日～ 8 月13
日・日本時間）に挑戦する中国地方の選手を応援します。
また，プロ野球やサッカーJリーグなどの地域に根ざし
たスポーツの中継を通して，地域のスポーツ振興に寄与
します。

四　　国

≪基本方針≫
　11年 3 月に発生した東日本大震災は，かつてない深刻
な被害をもたらし自然災害の恐ろしさを見せつけまし
た。四国においても，近い将来に起きる確率が非常に高
い南海地震への対応が迫られています。東海・東南海・
南海の 3連動地震が起きた場合，これまでの想定を上回
る大津波が襲う恐れがあると指摘されています。四国の
NHKは，こうした災害時にも，四国のみなさんに必要
な情報を伝えられるように放送設備と緊急報道の体制を
強化します。また地震に強い街づくりや防災・減災対策，
さらに原子力発電所の安全対策などの課題に取り組み，
四国の人々の生命と安全を守る放送に全力を尽くしま
す。東日本大震災で被害にあわれた方々への支援や，被
災地の復興への手助けとなる放送も引き続き行っていき
ます。
　そして，11年度にスタートした「四国の底力」キャン
ペーンをさらに発展深化させます。四国各地の自然や文
化，歴史，伝統，そして人物など，知られざる“ふるさ
との宝”を再発見してきた生放送の大型番組を，家族そ
ろって楽しめる，“発見感あふれる”クイズ番組に刷新
します。さらに，地域発のドラマを全国発信し，個性豊
かな四国各地の素晴らしさを伝えます。これらの番組や
ドラマは関連のミニ番組やホームページのほか，地域イ
ベントでも展開し，四国のみなさんと，ふるさと四国の
すばらしさを共有し，地域の活性化につなげます。
　また，今，四国は，TPP（環太平洋パートナーシップ
協定）で揺れる農林水産業や，低迷を続ける地域経済，
急速に進む過疎化，少子高齢化など暮らしに直結する大
きな課題があります。これらの課題を多角的，継続的に
取材し，四国の将来を視聴者のみなさんと一緒に考えて
いきます。
　今年は，夏にオリンピックロンドン大会が開かれます。
四国出身の代表選手を始め，国際的に活躍するスポーツ
選手を積極的に取り上げて，四国のみなさんの期待に応
えます。
　四国のNHKは，こうした放送を通して，四国の未来
を見据えながら，視聴者のみなさんとの“きずな”をさ
らに深め，元気や活力をお届けしていきます。

≪重点事項≫
1．“安全・安心” を守る報道を強化します
　東南海・南海地震発生時に十分に機能するよう放送設
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備を点検・強化し，災害発生時の緊急報道に万全を期し
ます。四国の人々の生命・財産を守るため，きめ細やか
で，正確な情報を速やかに伝えます。また，東日本大震
災の教訓から，防災・減災に向けた対策を多角的に検証
する番組を制作します。特に，津波から命を守るための
地域の取り組みや，伊方原子力発電所の安全性や四国の
電力需給の問題を取り上げていきます。

2．暮らしに身近な課題をともに考えます
　過疎・高齢化とそれに伴う地域医療や雇用問題をはじ
め，TPP（環太平洋パートナーシップ協定）をめぐる四
国の農業の今後，歴史的円高の影響に苦しむ製造業，国
が進める税と社会保障の一体改革など，暮らしに密接に
関わる課題について，ニュースや情報番組などでいち早
く伝え，視聴者とともに解決策を探っていきます。

3．ふるさと “四国の底力” を再発見します
　11年度スタートした「四国の底力」キャンペーンを発
展深化させます。四国の元気と感動を伝え，四国という
地域や人々の底力をあらためて実感できる番組を制作し
ます。四国 4県の人たちが集まり，クイズを通して楽し
く競い合いながら，ふるさとの魅力を再発見する番組や，
四国の“お接待文化”に象徴される人と人とのきずな
や，四季が織りなす自然のすばらしさを見つめることで，
ふるさとの誇りを伝える番組を放送します。また関連ミ
ニ番組やホームページ，イベントなどを通じて四国を盛
り上げます。

4．  地域発のドラマなど四国を活性化する話題を全国
発信します

　四国各地にある個性豊かな魅力や話題をニュースや番
組を通して積極的に全国発信し，地域活性化に貢献して
いきます。これまでの高松局，高知局に引き続き，12年
度は愛媛を舞台にしたドラマを松山局が制作し，人生や
人間の奥深さを見つめた感動的なドラマをめざします。
ドラマと連動した番組やイベントも積極的に行い，地域
を盛り上げていきます。

5．  データ放送やインターネットでのサービスを強化
します

　インターネットや携帯端末など，放送と連動した
“3-Screens”でのサービスをさらに強化していきます。
東日本大震災では，災害時にインターネットや携帯端末
などの情報が効果を発揮しました。四国においても，国
や自治体との連携を図りながら，視聴者の安全・安心を
守るサイトを強化していきます。また，地域放送番組を
より楽しめるホームページ・コンテンツを充実させるほ
か，デジタル放送ならではの連動データ放送や双方向機
能，ツイッターなどを活用した視聴者参加型の番組など
に積極的に取り組んでいきます。

6．オリンピックロンドン大会への期待に応えます
　オリンピックロンドン大会（12年 7 月28日～ 8 月13
日・日本時間）には，四国出身選手や四国で活動をして
いる選手も多数出場します。
　大会を前に，選手たちを応援する番組などを制作する

ほか，大会期間中も選手たちの活躍と最新情報を随時伝
えていきます。

九州沖縄

≪基本方針≫
　九州沖縄の放送局では，視聴者の期待に応え，いっそ
う信頼され親しまれる放送局となるために，地域の放送
サービスを強化します。身近で関心の高い話題や地域の
課題を取り上げ，地域社会の発展に貢献します。
　昨年の東日本大震災を受けて，九州沖縄各県でも防災
対策が見直されています。いつ起きてもおかしくない大
地震や大津波に加えて，毎年のように被害をもたらす台
風や豪雨，長期化している霧島連山・新燃岳の噴火活動
などへの備えが必要です。こうした自然災害から地域の
人々のいのちと暮らしを守るため，災害発生時の迅速で
正確な報道，防災や減災につながる情報，そして生活に
必要な安全・安心情報の継続的な提供に努めます。
　米軍普天間基地の移設や諫早湾干拓事業などの九州沖
縄が抱える課題のほか，九州新幹線全線開業のように，
九州沖縄の観光や経済の動向に影響を与える情報をわか
りやすく伝えます。また，選挙報道には万全の態勢で臨
み，正確で迅速，公平かつ公正に行います。
　地域を舞台にしたドラマや公開番組などの充実を図り
ます。さらに，地域の話題，暮らしや伝統・文化を地域
および全国に発信することで，九州沖縄の活性化に貢献
します。
　テレビ放送の完全デジタル移行を受けて，データ放送
などのデジタル放送ならではのサービスを充実します。
また，より幅広い視聴者層に向け，テレビとパソコンや
携帯端末との連携，インターネットの効果的な活用など，
放送と通信が融合した新しいサービスも推進します。

≪重点事項≫
1．安全と安心を守る迅速で的確な情報の提供
　九州沖縄の 9つの放送局は，一体となって，ネットワ
ークと機動力を生かし，災害や事件事故発生時には，地
域住民の安全と安心を守るために，迅速で的確な緊急報
道に取り組みます。また，災害発生時には，データ放送
やインターネットも活用して，きめ細かく情報を伝えま
す。さらに，首都直下地震など今後想定される大規模災
害に備え，放送局間の支援機能強化に努めます。

2．東日本大震災が九州沖縄にもたらした課題の検証
　未曽有の大災害となった東日本大震災の影響により，
いまだに多くの被災者が避難生活を余儀なくされていま
す。九州沖縄にも多くの人々が避難している状況にあり
ます。復興に向けた動きを適宜，伝えていきます。
　佐賀県玄海町と鹿児島県薩摩川内市には原発が 6基あ
り，全てが停止している状況です。これらの再開のめど
は立っておらず，昨年度と同様，電力不足のおそれが懸
念されています。節電の要請など，地域住民の生活や経
済活動に直結する電力に関する情報については，ていね
いに伝えていきます。
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3．地域に密着した放送・サービスの充実
　平日午後 6時台のニュース番組では，県内のニュース
や話題の充実に加えて，九州沖縄の各放送局との連携を
強化し，九州沖縄各地のニュースや話題をよりきめ細か
くお伝えします。さらに，暮らしに役立つ情報やアジア
情報もいっそうの充実に努めます。
　金曜午後 7時台の番組では，九州沖縄に共通する地域
の課題をタイムリーに取り上げ，真正面から向き合って
考える報道番組や，地域に密着して魅力を再発見する番
組を放送します。金曜午後 8時台の番組では，九州沖縄
のさまざまな話題を親しみやすく紹介し，“見れば元気
になる”番組を放送します。
　また，ドラマや公開番組，イベントなど地域に密着し
た多彩なサービスを通して，九州沖縄地方の活性化に貢
献します。

4．アジアに関する情報の発信
　地理的だけでなく，歴史的・文化的にもアジアと深い
かかわりを持ってきた地域の放送局として，九州沖縄の
視点で捉えたアジア情報を，地域や全国に向けて積極的
に発信していきます。また，アジアで活躍する人物にス
ポットをあてたドキュメンタリーも引き続き放送しま
す。中国や韓国をはじめとしたアジア諸国との経済や産
業，文化交流などの動きを，独自取材に加え各国の放送
機関との連携も生かして伝えていきます。

5．“戦争と平和” への取り組み
　12年 5 月15日は，沖縄が本土に復帰して40年の節目に
あたります。戦争の歴史から現在の基地問題，これから
について考えるさまざまな番組やイベントを展開しま
す。また，長崎が被爆地となるなど，九州沖縄の各地に
は，戦争の爪痕が多数残っています。戦争体験者の証言
や記録資料などを通して戦争の悲惨さを後世に伝え，平
和へのメッセージを発信していきます。

6．選挙への万全な対応
　鹿児島県知事選挙（任期満了日　12年 7 月27日）や沖
縄県議会議員選挙（任期満了日　12年 6 月24日）をはじ
めとする選挙報道については，有権者の判断のよりどこ
ろとなる情報を提供するとともに，正確・迅速に万全を
期します。

7．地域の文化やスポーツの振興
　九州沖縄には，長い歴史と伝統の中で育まれてきた個
性豊かな文化があります。それらを継承している人々や，
新しい文化・芸能を創造している人々を積極的に取り上
げ，地域文化の振興・発展に寄与します。
　オリンピックロンドン大会開催に向けて，注目競技や
九州沖縄出身選手の情報を幅広く紹介するほか，スポー
ツが盛んな九州沖縄において，プロ野球やサッカーJリ
ーグ，大相撲，バスケットボールなどのプロスポーツ情
報を積極的に伝えます。また，高校野球や高校駅伝など
視聴者の関心が高いアマチュアスポーツの情報も番組や
ニュースで伝え，地域のスポーツ振興に寄与します。

8．多様なメディアの特性を生かしたサービスの強化
　テレビ放送の完全デジタル移行を受けて，マルチ編成
やデータ放送など，デジタル放送ならではのサービスを
充実します。また，インターネットの双方向性などの特
性を生かした魅力的なサービスの展開に努めます。


